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　町内で「難病」指定を受けている
方は約50名。
　平成29年4月から、町内でも難
病サロン「ほのり。」が開かれてい
ます。サロンに合わせ、難病を正し
く理解し、どう支えていくかを学ぶ
ため、雲南保健所と町社会福祉協
議会の協力で、今回の講座が開催
されました。
　はじめに、島根県立大学副学長
の山下和也先生から、主な疾患で
ある、パーキンソン病、筋委縮性側
索硬化症（ALS）、全身性エリテマ
トーデス（SLE）の３疾患の、基礎的

な知識を学びました。また、ボラン
ティアとして「病気の理解はもとよ
り、薬が効かなくなった時や副作
用を理解することが大切だ」と話
がありました。
　特にパーキンソン病は、満足感
や意欲を持つと、症状が軽快する
といわれ、支える側の働きかけが
重要です。
　患者さんの体験発表では、自分
が一番不幸せだと思っていたつら
かった日々、笑えなかった５年間、
しゃべること、笑うことができな
かった日々。旦那さんに思っている
ことを話すことができてから、楽に
なったそうです。
　「今は、病気をしたから感謝す
る。感謝すると感謝される。できる
ことをできるだけやっていきたい。
経験が自分を作る。これからも可
能性に挑戦していきたい」と話さ
れました。

　最後に、お孫さんの歌に勇気づ
けられたという「カレンダーマー
チ」を、「一年後、またみんな元気
で会いましょう」と参加者全員で歌
いました。
　難病だから、接するのが難しそ
う…などと肩ひじを張らずに、でき
ないことを手伝う、まずは「傾聴」
からです。

難病ボランティア養成講座
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●飯南病院   電話72・0221　●来島診療所   電話76・2309　●保健福祉センター   電話72・1770
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総合診療科　上野伸行

　飯南町では、公民館単位の５地区
に１名ずつ「集落支援員」を配置して
います。
　地域で抱えている課題は違います
が、これらの課題の解決や、その地域
で住み続けるための取り組みを、地域
の皆さんと一緒に考えています。【例：
①生活機能の確保（買い物支援や高
齢者見守りなど）、②生活交通の確保
（自治会輸送、デマンドバスなど）、③
地域産業の振興（特産品開発や交流
事業の推進など）】また、地域活性化
の取り組みや、地域の皆さんと行政を
つなぐ橋渡しの役目も担っています。

　志々地区では小さな拠点づくりを
進めるため、「小さな拠点づくり支援
員」を引き続き配置しています。「小さ
な拠点づくり支援員」は、さつき会館
別館で月2回開催される陽サロ2号店

や、日用品販売スペース「ささえさん」
の運営に携わっています。
　また、ボランティアの皆さんと一緒
に、高齢者の見守り活動も毎月実施し
ており、今後もみなさんの日常生活を
支える取り組みを展開していきます。

住みよいまちへ

集落支援員
町内 5地区で活動する、地域
とともに歩む「集落支援員」
の活動を紹介します。

今年度も引き続き、よろしくお願いします

●中山間地域研究センター
　電話 0854・76・2025
　http://www.pref.shimane.lg.jp/chusankan/

センター図書室
にお越しください！

こんにちは

中山間地域
研究

センターで
す。

　中山間地域研究センターに併設し
ている図書室は、町民の皆さんをはじ
め、どなたでも利用できます。
　常設図書は、農林畜産業や中山間
地域関係の少し硬めの内容の本を豊
富に取り揃えています。また、絵本や
自然科学の本、大人向けの小説など
バラエティーに富んだ図書100冊を、
県立図書館から借りて、３カ月おきに
更新しています。図書室の本は、誰で
も借りられます。

　また、本を借りるだけでなく、学生
の皆さんの勉強の場、子どもさんや家
族の団らんの場としても利用ができ
ます。
　初めて本を借りる人は、「利用者
カード」を作成しますので、住所が確
認できるものを持参してください。皆
さんのお越しをお待ちしています。

図書室開室日
　日曜日～金曜日
　（土曜日、祝日、年末年始は閉室）
図書室開室時間
　9時～17時
貸し出し
　一人5冊まで、21日間（3週間）借りら
　れます
●図書室の情報は、センターホーム
　ページに掲載しています
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